
建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」２０１０．
１１改定における、あと施工アンカーの考え方 

・「各種合成構造設計指針・同解説」は、１９８５年１２月以来25年ぶり 

に改訂が行われた。 

 

・大きな改訂点は、４．５接着系アンカーボルトの設計として、新しく組 

み込まれたことである。 

 

・これまでメカニカルアンカーボルトの設計として、本文に示されていた 

金属系アンカーについては、資料5 金属拡張アンカーボルトの設計と 

して設計法を示し、耐震補強、設備機器類の固定に用いるアンカーの 

設計に適用する位置づけとなっている。 

 

・詳しくは、日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」２０１０．１１を 

参照してください。 



１．接着アンカーの設計 



有効埋め込み長さ確保 
本文 



接着系アンカーの基本付着強度の設定 

本文 



接着系アンカーの設計の考え方 





へりあきの考え方 

本文 



へりあき面とへりあき寸法 

本文 



せん断力を受ける場合 

本文 



せん断破壊面 

本文 



短期せん断力確保の有効埋め込み長さ 

本文 



引張り力を受ける場合 

解説 



破壊モード 

解説 



先端形状と埋め込み深さ 

解説 



許容引張力 

解説 



破壊モードと耐力の関係 

解説 



アンカーボルトのひずみ分布 
解説 



アンカータイプと付着強度の比較 

カプセルタイプ 

解説 



２．金属拡張アンカーアンカーの設計 



適用範囲 



金属系アンカーの用途 



あと施工アンカー分類（金属系） 

• 名称の統一 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーンナット式 

芯棒打込み式 

テーパーボルト 

拡張子 

打込み型 

本体打込み式 

ダブルコーン式 

スリーブ打込み式 

ウェッジ式 

内部コーン 

打込み式 

拡張部 

打込み型 

一端拡張型 

 

平行開脚型 

 

打込み方式 

締付け方式 

金属拡張アンカー 





許容引張力について 



埋め込み長さとコーン破壊の関係 



埋め込み長さ別Ｐ-δ関係 



埋め込み深さとコーン破壊深さの関係 



埋め込み長さと強度の上限値 



金属系アンカーの品質管理 



構造規定 


